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編集・発行

ボランティアセンターだより

令和５年９月、町内で初めての「子ども食堂」が発足し、ボラ
ンティアセンターに登録されました。
月に１回、町内の各地区コミュニティセンターや公民館で開催

しています。子どもや家族、高齢者が訪れ、食事だけではなくレ
クリエーションも楽しんでいます。子どもから学生までは無料、大
人は300円で温かい手作りのご飯を食べることができます。

きっかけ〜立ち上げ
代表の岡田さんは仕事柄、苦学生と出会うことも多く「子ども

や学生に何かできないか」と考えたそうです。そこで東郷町には
まだ無かった「子ども食堂」を作りたいという思いに至り、幸い
賛同者が身近にいたため一緒に立ち上げることができたそうです。

軌道に乗せるまで
活動を始めるにあたって、他の子ども食堂の見学やボランティアを

されたそうです。開催していく中で賛同してもらえる飲食店、企業、
個人が増え、今では食材の支援や保管場所も提供してもらっています。
まだ拠点が無く開催場所が定まっていないため、各地区の自治会等
の協力により開催してみえます。

今後の思い
「まずは東郷町に子ども食堂があることを広く知ってもらいたい。
いずれは拠点を持ち、開催頻度も増やし、※フードパントリーや学習
支援などもやりたい。たくさんの子どもたちに無料でご飯を食べても
らうために継続的な活動ができるよう頑張りたい。」と岡田さんは話
されています。
※食品などを手に入れることが困難な人へ食品などを無償で提供する活動

記 事 に 関 す る
お 問 合 せ 先 東郷町ボランティアセンター TEL：0561-37-5411  FAX：0561-37-5412

E-mail : togoshakyo@cocoa.ocn.ne.jp

清水コミュニティセンターでの様子

要約筆記とは「聞こえに不自由している人へ話している内容を文字にし、まとめて伝えること」です。
方法としては、手書き要約筆記とパソコン要約筆記があり、例えば講演会で講演者の話している言葉を
文字にして話の内容を伝えることです。
普段の活動では、パソコン入力と手書きの実践練習をしていま

すが、今年度は町内小中学校の福祉実践教室で講義も行いました。
興味のある人やパソコン入力が得意な人など一緒に活動してみ

ませんか？いつでもボランティアセンターまでご連絡ください。

ボランティアセンターでは手話体験を行いました。
あいさつや動物を表す手話を覚えるなど、たくさん
の皆さんに参加いただきました。
初めて手話に触れる人が多く、子どもたちからは、

「小学校は手話でどう
表すの？」などの質問
が出ていました。
この体験が「聞こえ
ない、聞こえにくい」
ことについて考える
きっかけになればと思

います。

町内 3中学校の生徒 19名が「赤い羽根共同募金
運動」を行いました。昨年に引き続き、ボランティア
として活動した生徒もいて「たくさんの人とふれあう
ことができて楽しかった」との声が聞けました。終始
笑顔で呼びかけ、たくさんの募金が集まりました。皆
様のご協力ありがとうございました。

第41回 文化産業まつり

OHP TOGO「和」 ～要約筆記ボランティアグループ～

北山台コミュニティセンターでの様子

「東郷子ども食堂」に
ついて詳しくはこちら→

LINE Instagram Facebook

東郷子ども食堂NEW 安心できる居場所作りをめざします！ 

ボランティア活動中ボランティア活動中

毎月第１､３月曜日
14時～ 16時
福祉センター２階で活動中

耳マーク

OHP TOGO「和」の皆さん

街頭募金の様子手話体験の様子

手話サークル笑
えみ

 さんが活躍！ 中学生がボランティア！

たかね保育園、南部児童館でボランティアが加工した木片やどんぐりを材
料にして、子どもたちと一緒にヤジロベー作りを楽しみました。
ボランティアの皆さんは、ヤジロベーを作るために
何か月も前から材料の準備をされたそうです。子ども
たちは頑張って作ったヤジロベーを眺めたり、遊んだ
りして楽しいひと時を過ごしました。

ヤジロベー交流会

ヤジロベー交流会の様子

明るく

 楽しく

  頭の体操！ 活動の様子はこちらから
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　3月末でボランティア活動保険の補償期間が終
了します。引き続きボランティア活動をされる方
は、保険の加入をお願いいたします。新年度の保
険の加入手続きは3月から行う予定です。

ボランティアセンターからのお知らせ

ナンプレを完成し、ＡＢＣＤに入る数字を答えてください。 応募方法
　クイズの答えと必要事項を記入し、郵送・ファックス又は
社協窓口へ、２月末日までにご応募ください。
①クイズの答え、②住所、③氏名、④電話番号、⑤『暮らしの声』
として「冬の楽しみ方」を教えてください。
※いただいた『暮らしの声』は次号以降で紹介いたします。

前号のクイズの答え　A：７　B：４　C：２　D：１
多数のご応募ありがとうございました。
抽選で５人の方に粗品をお送りしました。

応募先
〒４７０- ０１５１
東郷町大字諸輪字北山１５８- ９０
東郷町福祉センター内
東郷町ボランティアセンター　アイリス東郷クイズ係　
ＦＡＸ　 ０５６１（３７）５４１２
正解者の中から抽選で５人の方に粗品を差し上げます！

４ 　  　
８ A 3 　

1 B 2
C 3 9
5 8 6

4
2 D 8 　

9 1
6 4 　

ク イ ズ

～わたしの息抜き～

⚫猫と遊ぶ。見ているだけでホッコリします。
⚫デイサービスに行くこと。一人暮らししている私にとっ
ていつも緊張（転んではいけないとか）して暮らして
います。デイサービスは皆に見守られていてホッとで
きる空間です。

⚫主人と二人で家庭菜園をしております。野菜の出来が
良くても悪くても楽しく、おいしく、いただいております。

⚫夫婦で昔話をします。子育て時代の話で盛り上がります。
⚫仲間とコーヒータイム。おしゃべりに盛り上がる。
⚫楽しくしているボランティア。皆に会うのも幸せ。私
が行けるのも健康だから。

暮らしの声

ボランティアさん同士つながりませんか？
これから活動を始めたい方も大歓迎です！

※詳細については、東郷町社協HPをご覧ください。

● ボランティア活動保険の更新について ● ● ボランティア交流会を開催します！ ●

　ボランティア登録は年度更新となっています。
　令和６年度も引き続きご登録いただきますよう
お願いします。
　更新の案内を3月にお送りしますので、詳細は
案内をご覧ください。

● ボランティアセンター登録更新について ●

令和６年３月 16日（土）
午前 10時から 11時 30分まで

町民会館　２階　大会議室

第１部「ボランティア活動紹介」
第２部「ボランティア体験・交流」

①ボランティア活動に関心のある人
②ボランティアセンター登録団体・個人
③高齢者ボランティアポイント制度登録者

無料

日 時

内 容

対 象

場 所

参加費

クリスマスプレゼントを
いただきました！

　老人保健施設「和合の里」の皆さんから毎年恒例のク
リスマスプレゼントをいただきました。
　令和５年12月 10日（日）に開催された「チャレンジド・
クリスマス会」で障がい児・者の方々へお渡ししました。

手作りのポーチ

3


